
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































期（回） 名　　　　　　　　　称 金　額（円） 備　　　　　　　　　考
6 器（機）械償却金 30，000 本社　10，000　　函館　20，000
7 同　　　　上 38，500 〃　　　　　8，500　　　　　　〃　　　　30，000
8 建物機械代償却金 20，000
9 同　　　　上 20，000
10 機械償却金 10，000 東京　5，000　大阪　5，000
11 同　　　　上 15，000 同上　7，500　同上　7，000




16 建物機械什器償却金 55，000 外に有価証券値引　　4，400円
17 同　　　　上 60，000 同　　上　　7，500円
18 同　　　　上 60，000 同　　上　　5，000円












































































































































































































































































































































































































































































































































































損 益 計 算 書
（自昭和拾六年拾月壱日至昭和拾七年参月参拾壱日）
支 出 ー1 収 入

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2回 20 19回 20
3 8 20 20
4 欠損 21 20
5 10 22 15
6 10 23 10
7 10 24 10
8 20 125 7
9 （震災）15 26 7
10 25 ・27 10
11 25 28 ※25
12 25 29 ※25
13 20 30 25
14 20 31 25
15 20 32 35
16（大15．12昭2．5）
15 33 35
17 15 34 35
18 20 35 35

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































637，382 920 637，382 920
一『
二
｝
（劃償却費
9
削
n
δ
4
5
　　（円）
21，001．353
3，983．260
　910．120
1，150．038
1鉄道部飾劃 軌道部償却費
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
　　（円）
20，000．000
　　0
1，513．090
10，385．675
10，000．000
　　0
11，024，680
7，228．830
15，112．035
2，131．290
13，055．348
14，389．000
　　0
　　0
　　0
0
0
0
0
0
0
7
8
Q
り
1
1
1
髄部償籟i輔部償却鴫動螂償却
　　（円）
18，717．470
36，939．370
　　0
0
0
0
　　（円）
2，500．000
2，500，000
2，500．000
75
　各業務部門を分けて，詳細な報告をした
「損益計算書」の様式は，第29回（自昭和10
年5月・至同年10月）になると，やや集約化され
る。この直前期の第28回では，「地方鉄道部
日本減価償却生成史の実証研究〔8）
償却費」220，088円74銭，「軌道部償却費」
5，737円76銭，「自動車部償却費」15，000円，
「電燈部償却費」7，418円で，合計額は248，
244円50銭にすぎなかったが，この第19回は，
実に，「諸償却」として一挙に1，200，000円が
計上されている。この期には，愛知電鉄を合
併しているが，おもうに，この彪大な償却費
の計上は，収益に計上された「合併差益金」
1，306，312円36銭5厘を考慮した政策的な数
値であろう。すなわち，他社にも多くの実例
がある「損益中和」の政策である。
　償却後利益額が大差のない次期の第20回で
は，「諸償却」は，激減して30万円なのであ
る。爾後の実況を統計データにとりまとめて
次に示しておこう。なお，償却高が飛躍的に
増大する期には，必ず彪大な「合併差益」の
収益計上がなされている。この現象は，とく
に注意すべきであろう。
馴償却副合併差益｝合併eeec
（剛 （円）1 （酬　（円）
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
3
3
3
3
3
3
3
3
4
4
4
4
4
4
4
・・・・・・・・…
　300，000．OOOi
lgl：ll繍
　　　　　「
　500，000．000
　600，000．000　　　379，362．888
　800，000．000
1，00α000．0001
L200，000．0001
1，500，000，000i
1，600，000，000
2，800，000．000　1，267，200．514
1，900，000．000
2・5・0・・・・・…1・・287・・28…57
14，303．000
（注）第37回には特別償却100，000円ふくむ，第
　　39回からは，「減価消却金」と改称。第46回
　　は昭和18年11月から昭和19年4月までの期
　　間である。
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　囲　富士電機製造株式会社の場合
　大正12年8月創業の当社は，第1回（自大
正ユ2年8月・至同年10月）の決算で，創業費・新
株発行費を一挙に費用化した。その額は30，
049円34銭である。同期はジーメンス社補助
金1万6千余円を収益にあげてなお欠損であ
った。爾後，実に第19回（自昭和7年5月・至同
年10月）に至る長期にわたって，若干の例外
はあるが，欠損期がつづき，この時までの繰
越欠損金は，1，346，732円にも達している。
　次いで第20回（自昭和7年11月・至同8年4月）
に入ると，「一般財界ノ好転ニヨリ工場製品
ノ受注頓二増加シ」（考課状）という状況をむ
かえ，彪大な繰越欠損金をかかえこみながら
も，「減価償却金」18万円を計上するに至っ
た。その実況は，次頁（上段）のとおりである。
　このような巨額の繰越欠損をかかえなが
ら，あえて償却を行なった事例は珍らしい。
しかも，償却高たるや当期の純利益を上廻っ
ているである。爾後は，「損益計算」の領域
で「諸償却金」と「特許権償却金」が計上さ
れ，さらに，「利益処分」によって「特別償却
積立金」という利益積立金が積立てられると
いう二元的な取り扱いになる。統計データに
まとめて次頁（下側・左側）に示してみよう。
　第24回から繰越欠損はなくなる。
　第34回と第35回では，それぞれ，9万円と
10万円の「特別償却積立金」を利益処分によ
って積立てが，「諸償却金」は第32回以来ひ
きつづき計上してはいない。第36回からは，
特別償却積立もしていない。
　計表の様式が横組・アラビア数字に改訂さ
れた第26回（自昭和10年11月・至同12年4月）に
ついて，「損益計算書」と「利益処分」とを次
頁（下毅・右側）と78頁（上段・右側）に示す。
　図　東京電力株式会社の場合
　大正13年12月に創業の当社は，第1回（自
大正13年12月・至同14年3月）の決算で，「損益計
日本減価償却生成史の実証研究⑧（久野）
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損
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損
減
価
償
却
金
当
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金
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損
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金
金
壱
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千
六
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七
拾
円
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次
期
繰
越
損
失
金
ト
ス
損益　計　算書
昭和十一年四月三十日
額要1金
摘
1，877，985
　　　7，069
　　　　　189
90
27
71
1，885，244188
434，253
136，771
　　3，618
99
87
50
574，644［36
1，310，60052
　730，00000
58・・…1・・
　部
金
子
入
　
計
、
益
利
収
合
入
　
　
入
収
総
収
雑
（
　部
費
子
損
　
計
緊
姻
合
支
諸
支
雑
（
当期営業益金
諸償却金
当期純益金
特別償却積立
金 　（円）
　0
0
0
0
45，000
45，000
備の償却ではなく，土地建物勘定と備品勘定
の償却高であろうと推定される。「損益計算
書」を次頁（下段・左側）に掲げる。
損益計算劃i利益処分案
45，000
45，000
50，000
50，000
57，　OOO
68，750
80，000
90，000
特許権償却金
　　　　（円）
　　　0
　　　0
　　　0
　　500，　OOO
　　500，000
　　　0
0
　
　
0
　
　
0
　
　
0
　
　
0
　
　
0
　
　
0
　
　
0
諸償却金
　　　　　　（円）
　　180，000
　　300，000
　　350，000
　　300，000
　　400，000
1，200，000
　　730，000
　370，000
　400，000
　400，　OOO
　500，000
　500，000
0
　
　
0
期
禦
22
Q3
Q4
Q5
Q6
Q7
Q8
Q9
R0
R1
R2
R3
（注）鞠回は（皇昭蕎14翻）であ・・
算書」の「支出（損之部）」の末尾に，「諸償
却金」118，237円96銭を計上した。この償却
高は，おそらく，彪大な発送電・変電の諸設
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日本減価償却生成史の実証研究（3）（久野）
利益金処分
昭和十一年四月三十日
摘　　要　睡　　額
580，600
P43，279
52
S2
723，879 94
当　期　純益　金
O　期　繰越　金
@　合　　計
@（此　処　分）
@定　積　立　金
ﾁ別償却積立金
�@員　賞　与　金
z　　　当　　　金
A一株二付1円575
@　　（年1分ノ割）
ﾞ職手当積立金
､究資金積立金
縺@期　繰　越　金
30，000
R8．00000
R15．00000
P00．00000
P45．87994
　　00
S5．00000
T0．00000
計
合　　　雑価収鉄電電電電
@　難ll力灯　　入有入益料料料
　　　　一　　　一
@　　　、　　　、
l　　　一　　六六
Z四ニー六五一ﾜ九六六九〇九、　　　、　　　、　　　、　　　、　　　、　　　、
繹齊O六五三四一三一九九一一
Z四二〇五〇三
種
目
一
金
額
一
種
目
七九九四四三二
O七七五六一六
@　　　　一
ミ
九
九
眞
三
六
杢
五
一
合
計
一
三
…
九
九
眞
三
六
八
差諸総営配変送発
e
業
覆
灘
誉
期
金
費
費
路
費
費
費
純
　
　
　
　
　
費
益
金
収
入
釜
之
聾
一
支
出
積
之
琶
損
益
計
算
書
大
正
拾
四
年
上
半
期
分
一　　　　　　　　　　　　一
A　　　　　　　　「」
jー一四一　　一六
ｵ一四三九五三三l八七九二七七〇、　　、　　、　　、　　、　　、　　、　　、
Z二四五八〇一九
O三三八九五四九
O七一〇三四七一
玉 一九二〇二三一九ｵ六二〇八五八九
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　第1回の「諸償却金」は端数の付いた数値
であったが，後にすぐこの償却高は，「ラウ
ンド・ナンバー」にかわる。すなわち，第3
回と第4回は，それぞれ10万円であり，第5
回と第6回（昭和2年下半期）は，それぞれ25
万円であった。
　㈲　日本無線電信株式会社の場合
　大正14年10月創業の当社は，第1回（自大
正14年10月・至同15年3月）の決算で，「損益計
算書」の「損失之部」に，「機械建物其他償
却金」53，064円60銭と「創業費償却金」29，
045円72銭を計上した。創業費はその過半を
償却したのである。その実況は，次頁（上段）
のとおりである。
　この会社は，「日本無線電信株式会社法」
「同施行令」（大正14年5月8日，勅令第178号）
によって創設されたもので，同法第8条の規
定により，この会社の設備を使用して政府の
取り扱った電報料金のうち，本邦収得分の百
分の九十の政府交付金を「事業収入」として
うけとることになっていた。そして，この
「事業収入」はこの会社の収益の大部分を占
あているのである。このように，この会社の
収益は，極めて安定していた。この意味で
は，「特別法」によって政府の「配当補助金」
を長期にわたってうけていた「日本染料製造
株式会社」の場合と，やや類似している事情
がある。そして，この両社とも，細かい端数
の付いた償却高の費用償却しているのであ
る。これは，偶然の符合ではあるまい。
　第2回では，創立費の未償却残高を金額一
挙に償却する目的で，「創業費償却金」50，868
円31銭を費用に計上した。爾後の状況につ
き，統計データにまとあて示すと次頁（下段
・左側）のとおりである。各期の償却高はお
おむね，「事業収入」と釣り合っている。
　当社の「定款」・第5章・第36条・第37条
には次の規定がある（次頁の下段・右側）。
日本減価償却生成史の実証研究｛3）（久野）
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うに，終始一貫して「正規の償却」（と思われ
る）を実施した例は，極めて稀である。前述
のような事情による収益の安定という事情が
このような一貫した定期の費用償却制採用の
政府交付金（円）
　　423，814．99
　　528，818．39
　　570，509．61
　　562，625．99
　　505，354．75
　　651，633．16
　　891，476．66
1，041，716．63
1，072，007．63
1，056，930，41
1，141，516．82
1，219，692．19
1，752，495．23
機械建物其他
償却金（円）
　65，064．60
　51，350．03
　83，086．42
　73，332，21
　60，876．88
　9L　778．06
155，215．68
213，037．19
200，776。04
186，226．53
155，522．07
256，906．65
566，860．27
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（自昭和26年10月至同7年3月）
　費用償却をする場合でも，大部分の会社
は，昭和期に入ってからでさえも，償却高は
「ラウンド・ナンバー」で，しかも利益の幅
により弾力的な取り扱いをしており，期によ
っては無償却の場合もあった。この会社のよ
79
日本減価償却生成史の実証研究⑧（久野）
本
期
利
益
金
壱
壱
参
、
壱
四
九
●
六
壱
再
差
ー弓
　
諸
税
及
火
災
保
険
料
差
　
　
引
　
　
内
　
固
定
資
産
償
却
金
壱
五
〇
、
○
○
・
○
○
弐
六
参
、
壱
四
九
・
六
壱
参
五
、
八
八
〇
・
○
○
　
支
出
之
総
支
出
金
内
訳
営
業
費
工
場
費
六
参
弐
、
参
六
六
・
五
壱
七
九
、
弐
弐
参
・
六
七
八
四
七
、
四
七
〇
円
・
壱
九
部
製
品
売
捌
益
金
雑
収
入
及
利
息
壱
、
〇
七
四
、
六
壱
九
・
八
七
　
参
五
、
九
九
九
・
九
参
総
内　収
訳
入
金
壱
、
壱
壱
○
、
　
　
　
　
円
六
壱
九
円
∵
八
〇
第
四
損
益
計
算
収
入
之
部
書
大前提となったことは間違いない。
　飼　日本レイヨン株式会社の場合
　大正15年3月創業の当社は，第1回（自大
正15年3刀・至同年5月）で欠損を計上してお
り，わずかに，「損失金処分」で創立費2，964
円41銭の償却を行なったのみであった。第2
期に入ってから，所要の機械類の入着・運転
開始の域に達したようであった。償却はして
いないのみならず，ひきつづき欠損であっ
た。第4回決算で13万7千余円の利益をあげ
たが，連年の欠損繰越分をカバーするには至
っていない。償却もしていない。
　第5回（自昭和2年12月・至同3年5月）では
じめて，「紡糸機本期二至リ据付完了シ三月
二十九日全運転ヲ」（考課状）みたこの期か
ら，15万円の「固定資産償却金」を損益計算
書に掲示した。様式は，帝国人造絹糸株式会
社の場合に類似している。その実況は，上掲
のとおりである。
　「固定資産償却金」の高は，第6回（15万
円），第7回（18万円）となる。なおこの期か
80
ら「総収入金」と「総支出金」とのおのおの
の内訳は報告されていない。そこで，「損益
計算書」の中味は，総収入（支出）金・固定
資産償却金および本期利益金である。第8回
と第9回（20万円），10回（15万円）とっつく。
なお，第11回報告からは，再び「損益計算
書」の報告項目の類別と名称とが，次頁（上段）
のように変わる。
　第12回（25万円），第13回（30万円），第14回
（33万円），とつづき，第15回（100万円）と増
加する。第16回と第17回（120万円），第18回
（100万），第19回（50円万），第20回（70万円），
第21回（100万円），第22回（125万円），とつづ
く。すべてこれらの償却高は，純政策的な数
値である。参考のために，昭和18年上半期の
第35回報告の，「損益計算書」を次頁（上段）に引
用しておこう。第11回報告と比較されたい。
「固定資産償却金」が「資産償却金」と名称
の変更があったくらいで，損益状況の具体的
内容は，同様に極めてラフな形でしかわから
ない。むしろ，昭和初期の第11回の方が，若
千の内訳があるだけまだましである。
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　鋤　湘南電気鉄道株式会社の場合
　大正14年12月に創業の当社は，第1回（自
大正14年12月・至同15年5月）では「雑収1入」243
円にとどまり，爾後第10回（自昭和5年6月至
同年11月）までの間，建設利息の配当を行な
い，これと並行して「配当補足金償却」を費
用に計上してきた。
　第11回以後，政府補助金を得て，これを収
益に計上したが，連年ことごとく欠損であっ
た。当社の「定款」第30条で，「毎期総益金
中ヨリ営業上一切ノ費用及損失ヲ控除シタル
残額ヲ利益金」とする事に定められたが，減
価償却費を計上するようになったのは，よう
やく，第15回（自昭和7年12月・至同8年5月）
であり，　「財産減価償却金」82，771円84銭8
厘を費用に計上した（次頁・上段）。
　この会社ではじめての「財産減価償却金」
の計上は，「減資差益金」と　「政府補助金」
の収益計上（合計673，005円23銭）によって，
434，620円83銭1厘の繰越欠損金をカバーし
てようやく償却後利益として23，948円45銭
1厘を得た会計期であった。この減資差益金
の収益計上が決定的な影響をもったのであ
る。連年の欠損期から，このような非常手段
81
によって，ようやく利益期への転換をみたま
さにこの時期に，当社の減価償却制が始まっ
たのである。
　第16回は損益零，第17回と第18回は欠損，
第19回は僅かな利益があがっているが繰越欠
損金となり，いずれも償却はしていない。
　第20回（自昭和10年6月・至同年11月）は，再
び「減資差益金」152，861円59銭を収益に計
上するとともに，「財産減価償却費」として
119，438円53銭3厘を費用に計上した。多額
の減資差益金によって，ようやく利益期とな
った。無積立・無配当で僅かに法定積立金を
設立したので，「後期繰越金」は52，947円4銭
4厘となった。この減資差益金の収益計上は，
償却の実施ならびに繰越欠損金の補と見合う
「損益中和」であるとみてよかろう。多額の
減資差益の損益中和策として償却を実施した
例は，しばしばみられる。
　第21回ないし第28回の分は不明であるが，
第29回（自昭和14年12月・至同15年5月）では，
様子が変わる。すなわち，自動車事業部門で
「減価償却金」100，972円17銭を費用に計上
するとともに，損益計算書の末尾に，別に
「諸償却金」として12万円を掲げている。こ
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は，第17回（自昭和6年5月・至同年10月）に「車
輌償却金」27，583円3銭6厘を費用に計上し
たが，この車輌償却金とは，自動車事業部門
の減価償却費である。湘南・小田急とも，自
動車事業部門での償却についてだけ細かい端
数の付いた金額を計上しているのは，偶然の
符合とも思えない。とくに，湘南電鉄の場
合，第29回以後の「諸償却金」は，いずれも
十幾万円という純政策的数値になっているの
である。「正規の償却」は，両者とも，自動
車事業部門で始まったのである。
の期は，517，525円73銭の純利益をあげてい
る。
　との期以降の実況を統計データにまとあて
示そう。
回
1自動車部門の減価償却金
諸償却金
（円） （円）
29 100，972．17 120，000．00
30 100，685．89 150，000．00
31 100，263．96 150，000．00
（昭5．12〃6。5）
倉敷絹織株式会社の場合
　ここで，後に示した小田原急行鉄道株式会
社の償却制を併せてみておいていただきた
い。すなわち，小田原急行鉄道株式会社で
－
8
2
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　大正15年6月に創業の当社は，その定款の
第5章「計算」の第30条の第2項で，「計算期
間二収入シタル総金額中ヨリ左ノ費目ヲ控除
シタル残額ヲ以テ利益金トス」として，その
第2費目として，「器械家屋什器代価償却金」
をあげている。
　第1回（自大正15年6月・至同年11月）は，欠
損期で償却はしていないが，第2回では「損
益i計算書」の末尾に「設立費鎖却金」5，492
円45銭を計上し設立費の全額をこの期で償却
してしまっている。「当期利益金」からこの
償却分を差引いたものを「当期純益金」と称
した。数期は欠損もしくは繰越欠損のため
か償却はせず，第6回（自昭和3年11月・同4
年5月）に，「固定資産錆却金」として5万円
を「損益計算書」の末尾に計上した。その実
況を次に掲げる。
差支収
期 償却高（円）
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　「当期純益金」を「当期利益金」という定款
の名称に再改正している。昭和期に入ってか
らのものとしては，この損益計算書は，随分
と粗雑なものであるが，類例は多い。
　爾後の実況を，右側（上段）の統計データに
まとめておく。
　損益計算書の様式や報告項目の体裁は，ほ
36
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第36期は（自昭和18年12月至　同19年5月）
とんど創業時のままである。このような会社
も珍しい。昭和も二桁の時期に入っている第
36回の時期を考え合せると，この思いが一入
である。
　圏　小田原急行鉄道株式会社の場合
　当社は，「地方鉄道法」によって創業した
株式会社で，その「起業目論見書」（大正12年
2月）の「営業収支概算書」をみると，営業
費を差引き190万余円の利益金が見込まれて
いた。ところが，第6回（大正15年上期）の
決算をみると，まだ全線の開通をみず，43，
055円82銭の雑収入を得たにとどまり，株主に
対しては，「年五分」（注・民法上の法定利率）の
建設利息の配当を行なっている。第7回（自
大正15年5月・至岡15年10月）も同様であった。
ようやく第8回（自大正15年11月・至昭和2年4
月）になって，「営業準備費消却」6千円を
「損益計算表」・「支出」の末尾に計上するこ
とになる。この「営業準備費」とは，設立費
が別に資産として計上されているところから
推して，開業準備費のことであろうと思う。
その総額は128，402円55銭3厘であった。な
お，1，270，607円76銭3厘にのぼる「土地家
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屋興業費」と，17，926，198円53銭7厘にのぼ
る「建設費」の償却はしていない。
　「建設費」の償却が行なわれたのは，第11
回（自昭和3年5月・至同年10月）であり，その
「損益計算書」の「支出」の側に，「鉄道省
ノ監査ニヨル建設費償却」として140，402円
31銭が計上された。次の第12回では117，375
円90銭8厘であった。「建設費償却」はこの
二度だけである。
　さらに，第17回（自昭和6年5月・至同年10月）
になると，損益計算書，「支出」の側の自動
車事業部門に，「車輌償却金」27，583円3銭
6厘が計上される。次の第18回では，欠損で
あるためか，この償却はない。第19回も償却
費は計上されていない。過年度からの「繰越
損金」のため当期の2万円に満たない僅少な
利益は，全く焼石に水であった。
　第34回（自昭和14年11月・至同15年5月）にな
って，ようやく，再度，「車輌消却金」2，267円
97銭が計上された。なお，「車輌」とあるのは
自動車のことである。自動車事業部門では，
この償却費を計上して結局「欠損」となるの
であるが，償却費を計上していない運輸事業
部門の「運輸益金」約150万円によって，事
業全体としては，「当期純益金」64万余円を
計上した。爾後は，この僅少な　「車輌消却
金」を自動車事業部門で費用計上していった
だけである。ちなみに，昭和16年11月30日現
在の「自動車運翰事業興業費」（車輌その他）
は，同社の財産目録によると42，・788円6銭
4厘であり，同期の「車輌消却金」は1，164
円59銭である。運輸事業部門，鉄道事業部
門，電力事業部門，土地事業部門，家屋事業
部門，砂利事業部門，これらにおける彪大な
固定資産については，各部門を区別して作ら
れた当社の「損益計算書」をみる限り，償却
費は計上されていない。もっとも，各部門の
費目としては多額にのぼる「営業費」のうちに
償却分がふくまれているのかも知れないが，
自動車事業部門でみるのに，「自動車運輸事
84
業営業費」が「車輌消却金」とは別に計上さ
れているところから推して，自動車事業部門
以外で償却が行なわれているとは考えにくい
のである。
　剛　山一証券株式会社・郡是製糸株式会社
　　　の場合
　大正15年10月創業の山一証券株式会社は，
第1期（自大正15年10月・至昭和2年5月）の決
算において，その損益計算書の「損失之部」
末尾に，「家屋償却」9，150円を計上した。「考
課状」に添付された「営業用土地建物什器勘
定」の明細は，次のとおりである。什器の償
却をしていないことがわかる。
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　什器償却が実施されたのは，次の第2期か
らである。爾後の状況を次頁（左側）の統計デ
ータにまとめてみる。
　時期的にみて，昭和期に入ってからのこと
もあるが，何といっても，銀行等と同じく監
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督官庁の監督・関渉が，「正規の償却」を促
進していることは確かであろう。
期 家屋（建物）
梛p高　（円）
　　　　　　　　　ρ
Y器償却高　（円）
1 9，150．00 0
2 13，170．00 9，140．00
3
、 11，991．00 3，135．00
4 12，451．81 0（欠損期）
5 56，120．63 0
6
一 一
7 0 0（欠損期）
8 0 0
9 11，720．44 3，590．00
10 0 0
11 0 4，140．00
12 44，246．50 7，050．00
13 26，850．00 8，345．00
14 38，123．93 7，977．00
15 54，527．11 3，083．00
16 41，158．42 4，083．00
17 32，007．50 4，754．00
18 32，668．00 6，689．00
19 29，876．28 4，254．00
20 51，4ら0，601 4，306．00
21 110，239．38 3，217．50
22 110，678．50 5，090．00
23 67，706．00 3，750．00
24 20，988．32 2，999．00
25 25，380．40 3，110．00
26 23，809．40 3，431．00
32 （昭和17年下期，
p23，217円70銭）
土地建物什器償
　郡是製糸株式会社の第30期（自14大正年4月
・至同15年3月）の決算状況をみると，「固定消
却費」652，484円34銭を費用に計上し，「損失
金」143，803円10銭となっている。そして，
この「固定消却費」にほぼ匹敵する70万円の
「配当平均準備積立金繰入」を「損益処分方
法」と名づけた処分議案で処分可能総利益に
繰入れることを提案した。第31期は，実に，
2，866，630円50銭という巨額の　「損失金」と
なっているが，「固定消却費」1，003，430円64
銭を費用計上しており，この期の損失と「前
期繰越金」を相殺した欠損の2，783，723円33
銭を，「別途積立金」155万円と「準備積立
金」1，233，723円33銭との取崩しにより補填
している。
　欠損期にもかかわらず，端数の付いた巨額
の償却高を費用に計上したことは注目してよ
い。第30期以前の状況については，手許に資
料がないので不明であるが，相当早い時期に
「正規の償却」をしていると推定できる。第
32期以降の償却高も，すべて端数のついた金
額である。ななみに，第48期て1自昭和18年4
月・至同19年3月）の償却高は，1，927，799円
91銭であった。
　第31期の「損益計算書」を次頁に引用して
おこう。
85
日本減価償却生成史の実証研究（3）（久野）
損
　
　
　
益
計
　
　
　
算
　
　
　
書
収
入
　
　
　
ノ
　
　
　
部
｝
　
支
出
　
　
　
ノ
　
　
　
部
生
　
　
糸
　
　
代
　
　
　
　
　
　
円
三
七
、
四
五
二
、
五
ニ
ニ
九
八
上
　
　
繭
　
　
代
　
　
　
　
　
　
円
四
三
、
五
五
六
、
一
＝
六
九
六
玉
　
　
糸
　
　
代
六
四
一
、
六
〇
九
八
一
玉
　
　
繭
　
　
代
九
三
三
、
○
〇
七
七
八
売
却
繭
代
一、
Z
一
八
、
三
三
八
三
三
給
　
　
　
　
料
四
、
〇
四
四
、
九
八
一
三
〇
屑
　
　
物
　
　
代
「
〇
四
四
、
｛
〇
四
七
九
薪
　
　
炭
　
　
費
六
六
一
、
六
三
四
六
蚕
　
　
種
　
　
代
八
〇
八
、
九
五
八
四
三
消
　
　
耗
　
　
晶
二
八
三
、
八
五
〇
〇
九
雑
　
　
収
　
　
入
三
八
〇
、
九
一
九
五
三
賄
　
　
　
　
費
九
六
三
、
七
七
七
一
二
土
　
繭
残
品
六
、
四
〇
九
、
〇
八
三
七
六
修
　
　
善
　
　
費
四
九
二
、
六
八
八
九
三
玉
　
繭
　
残
　
品
生
糸
残
品
　
一
五
七
、
五
五
三
二
、
八
二
六
、
七
七
四
四
三
一
五
?
@
　
息
　
六
二
〇
、
○
〇
二
一
、
〇
二
六
、
五
〇
酬
七
九
九
三
玉
　
糸
残
品
一
五
三
、
三
七
五
六
六
保
　
　
険
　
　
料
八
七
、
六
五
四
五
五
屑
物
残
品
七
九
、
三
九
三
七
帰
諸
　
　
　
　
税
六
九
六
、
〇
九
二
一
六
蚕
種
残
品
壬
二
九
、
五
五
九
六
〇
荷
付
及
売
込
費
一
九
九
、
六
七
七
五
二
第
三
郡
是
合
併
ニ
ヨ
ル
株
式
割
当
差
金
＝
ハ
六
、
六
五
〇
○
○
賃
　
　
繰
　
　
費
固
定
消
却
費
　
二
七
六
、
九
六
一
一
、
○
〇
三
、
四
三
〇
　
五
六
四
損
　
　
失
　
　
金
二
、
八
六
六
、
六
三
〇
五
〇
合
　
　
　
　
　
計
五
四
、
八
四
六
、
四
七
三
六
八
合
　
　
　
　
計
五
四
、
八
四
六
、
四
七
三
六
六
償
却
高
と
二
八
六
万
円
余
の
損
失
金
額
に
注
目
し
た
い
。
（
注
）
合
併
差
益
一
六
六
、
六
五
〇
円
を
収
益
に
計
上
し
て
い
る
と
は
い
え
、
百
万
円
を
超
え
る
86
